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令和７年度一般会計予算

総額 348億3,000万円
（前年度比　＋10億2,000万円）

主な事業内容と予算額
■新入学祝記念品ランドセル贈呈 1,519万6千円

■移住定住コーディネーターの設置 566万円

■創業支援・住宅店舗等リフォーム支援 1,037万5千円

■市制施行20周年記念事業 368万7千円

■石岡市公式マスコットキャラクター
　着ぐるみ作成 280万5千円

■上曽トンネル開通記念事業 560万円

■災害リスクに備えた防災体制の充実 2,738万8千円

■総合保健センター（仮称）設計業務 1億1,084万2千円

■地域ぐるみの有機農業の推進 723万5千円

■産業用地の確保と企誘致推進 1,288万4千円

■公共施設管理の包括的な民間委託の導入 1億7,713万7千円

?予算特別委員会

　新年度の当初予算案を詳しく審議する
ために、全議員が委員となり設置される
のが「予算特別委員会」です。
　１～３日目は、各常任委員会（総務企画・
文教厚生・産業建設）が所管する部分に
ついてそれぞれ審査が行われ、最終日と
なる４日目には、政策的判断を要する部
分などを問う総括審査と採決が行われま
す。委員会の審査結果は、定例会最終日
に本会議で報告された後、議会として「可
決」「否決」等の意思決定が行われます。
　各委員の質問の持ち時間は、各日１人
当たり 30 分。限られた時間の中で、疑
問点を市執行部にぶつけます。
　委員会で質問が多かった主な事業を、
Ｑ＆Ａ形式でまとめました。

令和７年度予算、
　　　議会はどう見た？
予算特別委員会［３月10日〜３月13日］

包括施設管理事業
包括施設管理業務委託料
1億7,713万7千円など

庶務一般経費
新入学祝記念品として
ランドセルを配布

市外の業者に委託、丸投げして、その意
向によって決まるので、地場産業育成で
はなくなってしまうのでは？

基本的には市内の事業者優先に業務を発
注するため、履行の担保ができるものと
考えている。

包括を受ける事業者が利用する庁舎の家
賃については無償ということだが、常任
委員会ではどのように説明をしたのか？

資料を添付の上、後ほどご覧いただきた
いという形での説明。重要な点について
は、できる限り丁寧な説明に努めたい。

予算が例年より多くなった要因は？
また、配布方法は？

社会全般的な物価高の影響で、ランドセ
ルも製造単価、人件費コスト、材料費
等々を含め値上がりする予定を踏まえて
の金額。令和 6 年度より郵送しており、
配送料込みの仕様で業者と契約をしてい
る。

地元の業者が受注できていないが、うま
い形で地場の産業に振り分けていくとい
う考えはあるか？

次年度は、ランドセルを選ばない方への
学用品の幅を広げるなど全庁的に様々な
視点から検討していきたい。
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公園維持管理経費
トイレ設置工事
4,794万5千円を計上

高齢者等支援事業
敬老事業委託料
1,412万9千円

財政推計（試算）
基金残高マイナスの要因は

市制施行20周年
記念事業
記念品113万8千円など

トイレ設置工事の内容は？

八軒向第 3 公園において屋外トイレの
設置工事を行う。東小学校付近にはトイ
レが設置されている公園がないため、比
較的利用者の多い八軒向第 3 公園に屋
外トイレを設置するもの。

設計が終わっているとのことだが、仕様
は？

建物は鉄筋コンクリート造りで、男子ト
イレは、小便器 2 基、洋式大便器 1 基、
手洗い器 1 基。女子トイレは、大便器
2 基、手洗い器 1 基。ほかに多目的ト
イレ、外水洗 1 基で、延べ床面積は約
22 平米を計画している。

敬老事業委託料の内容と、これにかかる
郵便料は？

敬老事業プラチナ応援券 1,000 円を対
象者 1 万 3,890 名に送付する事業。郵
便料は、110 円プラス簡易書留代が
350 円、1 万 4,000 人分で 644 万円
を見込んでいる。

これだけかけてしまう送料を考えると来
年度以降は賛成し難い。担当課として改
善の考えはあるのか？

どういった方策がいいのか見直しを検討
したい。このやり方がマストということ
ではなく、もっといいやり方があれば移
行していきたいという考えはある。

歳出の投資的経費がとても大きくなって
しまうのは、昨年は見込んでいなかった
市民ホールや幹線道路の事業が今年はあ
る程度見込め、反映させたのでこれだけ
大きなマイナスインパクトが出てしまっ
たという理解でいいのか？

一部施設について今回入れた部分はある
が、人件費と物件費の伸びがかなり大き
いことが要因。

ビルドアンドスクラップによる事業の見
直しを実施するとあるが、具体的に何を
スクラップするのか？

今は第 2 期基本計画の中、PDCA サイ
クルを回し、成果が上がらないものを見
直していくことを繰り返していきたい。

市制施行 20 周年記念事業は、式典の予
算ということで理解をしたが、実施場所
はどこか？

中央公民館大講堂で実施予定。日時は、
令和 7 年 10 月 4 日の午後 1 時半から
4 時までを予定している。

子どもたちに向け何か記念に残るものは
必要だと思う。予算の増額も含めて、市
長の考えは？

提案のとおり、記念品を市内小中学校の
児童生徒に贈ることを指示していきた
い。市民の皆様と共に、この 20 周年を
お祝いできる 1 年にしていきたいと考
えている。
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第
１
回
臨
時
会　

緊
急

質
問
を
実
施

　

池
田
正
文
議
員
か
ら
緊
急
質
問
の
申

出
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
日
程
に
追
加
さ
れ
、「
今
回
の
臨
時

会
に
臨
む
市
長
の
姿
勢
に
つ
い
て
」
緊

急
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会　

補
正

予
算
１
議
案
可
決

　

第
１
回
臨
時
会
で
は
、
市
長
か
ら
補

正
予
算
１
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
は
、
２
億
５
３
７
２
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
３
５
６

億
９
７
２
４
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
、
歳
出
の
内
容
と
し
て
は
、
民
生

費
に
お
い
て
、
国
の
低
所
得
者
支
援
と

し
て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
１
世
帯

当
た
り
３
万
円
、
扶
養
さ
れ
て
い
る
18

歳
以
下
の
児
童
１
人
当
た
り
２
万
円
を

給
付
す
る
物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

給
付
事
業
２
億
５
３
３
６
万
２
０
０
０

円
の
増
な
ど
で
す
。

第
１
回
定
例
会　

開
会

日　

決
議
案
、
議
員
提

出
議
案
を
可
決

　

山
本
進
議
員
ほ
か
６
名
か
ら
「
谷
島

洋
司
市
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
」、

池
田
正
文
議
員
ほ
か
10
名
か
ら
「
石
岡

市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
」
に
係

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た

（
詳
細
は
６
・
７
ペ
ー
ジ
）。

第
１
回
定
例
会　

令
和

７
年
度
予
算
の
審
議

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年
度

各
会
計
予
算
、令
和
６
年
度
補
正
予
算
、

石
岡
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
、
市
長
か
ら
48
件
の
案
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
令
和
７
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
は
「
昨
今
の
物

価
の
高
騰
な
ど
、
行
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
が
、
複
雑
化
・
多
様
化

す
る
課
題
に
対
し
柔
軟
に
対
応
し
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効
率

的
に
活
用
し
、
総
合
計
画
の
将
来
像
で

あ
る
『
誰
も
が
輝
く
未
来
へ　

共
に
創

る
石
岡
市
』
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

予
算
編
成
を
行
っ
た
」
と
の
説
明
が
あ

緊急質問
　臨時会における一般質問は許されないが、質問が
緊急を要するとき、その他真にやむを得ないときは
議員の申し出を受け議会の同意を得て質問すること
ができます。

【緊急を要する場合】
火災、水害、地震、盗難、責任問題その他事態が緊
急の措置をとるものなど
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補正予算の主な事業と予算額
第
１
回

臨
時
会

■物価高騰重点支援給付金給付事業  ２億 5,336 万 2 千円

第
１
回
定
例
会

■過誤納還付金（国・県負担金精算に伴う返還等）  ２億 1,499 万 2 千円

■複合文化施設整備事業 基本計画策定業務委託料 220 万円

■障害者自立支援給付事業
障害児給付費 　 4,435 万 3 千円

障害介護給付費  1 億 752 万 6 千円

り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
令
和
７
年
度
各
会
計
予

算
を
詳
し
く
審
議
す
る
た
め
、
予
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
４
日
間
に
わ
た

り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
予
算
特
別
委
員
長

か
ら
「
い
ず
れ
も
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
」
と
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
討

論
の
後
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
令
和

７
年
度
各
会
計
予
算
は
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
予
算
以
外

の
主
な
議
案
の
概
要

　

令
和
６
年
度
石
岡
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
億
７
３
１
１
万
８
０
０
０
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
３
４

９
億
２
４
１
３
万
１
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
、
事
業
費
の
確
定
等
に
よ
り
財

源
調
整
が
必
要
な
経
費
、
後
年
度
の
財

政
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
基
金
の
調

整
及
び
緊
急
性
の
高
い
事
業
等
に
対
応

す
る
経
費
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
に
沿
っ
た
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

石
岡
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
訪
問
相
談
、

指
導
等
の
業
務
及
び
異
常
な
自
然
現
象

に
よ
り
災
害
が
発
生
し
た
現
場
で
行
う

業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
勤
務
に
対
応

す
る
も
の
で
す
。

　

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
条
例
の
一

部
改
正
は
、
維
持
管
理
経
費
等
の
高
騰

に
伴
い
、
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の

入
園
料
金
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
損
害
賠
償

請
求
に
関
す
る
和
解
議
案
は
、
令
和
５

年
５
月
18
日
、
石
岡
市
柿
岡
地
内
に
て

職
員
が
公
用
車
運
転
中
に
発
生
し
た
物

損
事
故
、
令
和
６
年
８
月
22
日
、
石
岡

市
国
府
五
丁
目
地
内
に
て
、
職
員
が
公

用
車
を
運
転
中
に
発
生
し
た
人
身
、
物

損
事
故
に
係
る
物
件
損
害
に
つ
い
て
損

害
を
賠
償
し
和
解
す
る
も
の
で
す
。

　

茨
城
消
防
救
急
無
線
・
指
令
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
規
約
の
変
更
は
、
日

立
市
及
び
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
が
加
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
茨

城
消
防
救
急
無
線
・
指
令
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

　

石
岡
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
は
、 

令
和
７
年
３
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
、
市
長
及
び
副
市
長

の
給
料
月
額
を
１
ヶ
月
そ
れ
ぞ
れ
50
％

減
ず
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

定
例
会
最
終
日　

市
長

提
出
議
案
、
委
員
会
提

出
議
案
を
可
決

　

今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等

は
、
開
会
日
に
採
決
し
た
１
議
案
、
内

容
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
し
て
撤
回
さ
れ

た
議
案
（
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
損

害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和
解
）、
最
終

日
に
追
加
提
出
さ
れ
た
議
案
４
件
を
除

き
各
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
を
行

い
、
最
終
日
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
「
石

岡
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
」
に
係
る
議
案
が

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

改正前 改正後

大人
（個人） 1,500円 2,400円

小人
（個人） 500円 800円

▲フラワーパーク入場料上限額を改正
　※繁忙期や閑散期など、時期によって入園料を
　　変更
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谷島洋司市長に対する辞職勧告決議
反省の姿勢が見えず議会批判で応じる態度に対し、今年度 2 度目の辞職勧告決議を可決

谷島洋司市長に対する辞職勧告決議（全文）

　われわれ石岡市議会は、令和 6 年第 4 回定例会において谷島市長の辞職を求める決議を可決し、谷
島市長の市政運営における戦略性の欠如、事業の進め方の不手際、または危機管理能力の欠如などを指
摘した。
　しかし、当該決議後に新聞等で報じられた市長の発言からは、自らの市政運営に対する反省や、議会
との対話を重んじ相互理解を深めようとする姿勢は見られず、「議会のルールが無視されている」「紆余
曲折と言われる筋合いはない」などなど、議会からの指摘に議会批判で応じるという態度に終始した。
　これらに対しては、本年 1 月 31 日に招集された令和 7 年第 1 回臨時会における緊急質問の場で同
僚議員が質したところであるが、市長はこの質問に反問権の行使という形で応じた。
　そもそも反問権は、われわれ石岡市議会が、議会基本条例を定める際に市長及び他の執行機関に付与
した権利である。しかしながら、第 1 回臨時会で谷島市長が行った反問権の行使は、反問を通じて質問
者に質問の主旨をそらさせ、最終的に答弁を逃れる手段とするための行使であった。これは、権利を付
与したわれわれ石岡市議会の意思に反し、議会制度を冒涜する行為である。
　われわれは、令和 6 年第 4 回定例会で行った谷島市長の辞職を求める決議によって、第一には市長
が職を辞すること、第二には市長が過去の態度を深く反省し、議会と議論を深めながら市政運営を行っ
ていくことを強く願った。しかし、これまで述べてきたように、決議後の市長の態度はわれわれの願い
をことごとく裏切るものであり、谷島市政は極めて独善的な運営に陥りつつある。
　よってわれわれは、令和 6 年第 4 回定例会と同様に、石岡市と石岡市民をこの停滞から救い出し、石
岡市の未来を切り拓くため、石岡市民を代表して、谷島市長に潔く職を退くよう求めるものである。
　以上、 決議する。

議会用語集

● 決議
議会の意思を対外的に表明するためになされる、議会の議決のこと。

　山本議員ほか 6 名の議員により提出された本決議案は、令和 6 年第 4 回定例会において可決された「谷島
市長の辞職を求める決議」に続き、今年度 2 度目となる谷島市長に対する辞職勧告決議です。1 度目の決議
で指摘した内容について、反省する姿勢が見られず、令和 7 年第 1 回臨時会での緊急質問への対応について
も問題であると考え、石岡市の未来を切り拓くため、谷島市長に潔く職を退くよう求めるものです。採決の
結果、賛成多数で可決しました。
　なお、この決議は不信任決議とは異なり、法的拘束力はありません。

?
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石岡市議会基本条例の一部改正
石岡市議会基本条例から反問権に対する規定を削除

茨城県フラワーパーク条例
入場料の規定を一部改正

石岡市議会の個人情報の
保護に関する条例
法改正に伴う所要の整備

　池田議員ほか 10 名の議員により提出された本議案は、反問権の本来の趣旨を大きく逸脱した市長の
令和 7 年第 1 回臨時会における緊急質問での行為を受け、権利を付与した議会として厳しい対応を取ら
ざるを得ないことから、石岡市議会基本条例から反問権に関する規定を削除するものです。
　議員からは、「令和 7 年第 1 回臨時会における緊急質問の際、市長が複数回にわたり行使した反問権は、
自己の意見を主張するばかりでなく、明らかに質問した議員に対し反論を行い、最終的には答弁を逃れ
る手段とするために行使したものと言わざるを得ず、質問者を愚弄する行為と感じたところである。こ
のことは、条例に規定された反問権の本来の趣旨を大きく逸脱しており、反問という権利を執行部に与
えた議会に対しての挑戦的な行為であるとともに、市長が条例で規定された反問権を行使する上でのルー
ルを全く無視して議会に臨んでいることの表れである。」などの提案理由の説明の後、質疑を経て、賛成
多数で可決されました。

質問の趣旨を確認するという権利は一
定程度必要ではないかと考えるが、権利
自体を否定しているのか、今回の谷島市
長の運用に問題があったのか、どのよう
な認識か？

反問権の必要性については、全否定をす
るものではない。今回の市長の運用につ
いては、全くもって言語道断、聞いてい
られないという思い。

　近年の物価高騰に伴う施設の維持管理に要する
原材料費等の高騰。エネルギー価格等、光熱水費
の高騰。また、最低賃金の改定に伴う、人件費等
の増加などに対応し、引き続き安定した管理運営
を行うため、入園料金の値上げ行うもの。

実際いくらの値上げを検討しているのか？

上限額は 2,400 円だが、令和 7 年度の入
園料金は、最大で 1,800 円を予定してい
る。

今回の値上げで、入園者数が伸びるのか、
減るのか、どのような想定をしているの
か？また、その根拠は？

令和 5 年度は約 23 万人であったが、令和
9 年度の 25 万人を目標に、花の時期以外
の閑散期に音楽イベントであったり、マル
シェなど各種イベント等を開催し、入園者
の増員を目指している。

　行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律の一部改正等によ
り、市議会の保有する個人情報の適正な取扱い
について所要の整備をするため、当該条例の一
部を改正するもの。

改 正 内 容
　罰則規定の懲役刑・禁錮刑の廃止により拘禁
刑への改正、行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律の改正
に伴う改正、全国市議会議長会から、番号利用
法の改正による標準的な条例の改正案と整備を
含めた改正案の通知があり、その標準的な条例
に合わせる形で改正を行った。

令和 5 年 4 月 1 日に個人情報
保護法が改正、議会は改正法
の適用除外とされたことから、
議会独自の条例を制定してい
ます。

議会の
しくみ

反問権とは
　議員からの質問に対して、質問が不明
確だった際に論点・争点を明確にするた
め、執行部が質問の趣旨を確認する権利。
石岡市議会の最高規範として制定してい
る石岡市議会基本条例第 8 条第 2 項に規
定されていた。



ギカイの視点／議案の審議結果

8いしおか市議会だより　第95号
令和7年6月1日　発行

令和７年第１回定例会

予　

算

令和６年度石岡市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

令和６年度石岡市水道事業会計補正予算（第３号）

令和６年度石岡市公共下水道事業会計補正予算（第４号）

令和６年度石岡市農業集落排水事業会計補正予算（第３号）

令和６年度石岡市一般会計補正予算（第 11 号）

条　
　

例

石岡市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する
条例の一部改正

石岡市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例の一部改正

石岡市職員の給与に関する条例等の一部改正

石岡市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

石岡市手数料条例の一部改正
（航空写真又は地番付き航空写真の交付手数料）
石岡市手数料条例の一部改正

（宅地造成及び特定盛土等規制法に係る中間検査手数料）
石岡市土採取事業規制条例の一部改正

石岡市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条
例の一部改正

石岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正

石岡市デイサービスセンター条例の一部改正

■全会一致で可決
令和７年第１回臨時会

予算 令和６年度石岡市一般会計補正予算（第９号）

令和７年第１回定例会

予　
　

算

令和７年度石岡市駐車場特別会計予算

令和７年度石岡市霊園事業特別会計予算

令和７年度石岡市介護サービス事業特別会計予算

令和７年度石岡市水道事業会計予算

令和７年度石岡市公共下水道事業会計予算

令和７年度石岡市農業集落排水事業会計予算

令和６年度石岡市一般会計補正予算（第 10 号）

令和６年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

令和６年度石岡市駐車場特別会計補正予算（第１号）

令和６年度石岡市霊園事業特別会計補正予算（第１号）

令和６年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第５号）

令和６年度石岡市介護サービス事業特別会計補正予算
（第２号）

議案の審議結果

請願の審議
受理した請願 2 件について結論を出しました。

●上林・上曽線整備事業（当初計画路線）の早期実現に関する請願（紹介議員：岡野孝男、菱沼和幸、池田正文、山本進、
川井幸一）
請 願 趣 旨　重要な幹線道路「上林・上曽線」の道路改築工事について、現段階ではこの暫定道路を早急に整備し、
本来の計画路線の着手に向けて、茨城県など関係機関と協議し、当初計画路線の早期実現に向けて調査費等予算の確
保を積極的に進めることを求める
審査委員会　産業建設委員会
委員会の意見　委員から執行部に対して、事業の経緯や整備内容についての質問があり、執行部からは、「平成 17 年に
合併市町村幹線道路緊急整備支援事業の指定路線を受けていることや、現在、浦須橋付近から下宿交差点に向かう現
道拡幅による暫定路線の整備を優先して進めている状況である」との説明がありました。これを受け委員からは、「暫
定路線が完成した後に、この暫定路線を当初計画路線にすり替えないで欲しい」などの意見がありました。
審 査 結 果　採択

●「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」採択の請願（紹介議員：小松豊正）
請 願 趣 旨　政府は、最低賃金の全国一律制度を確立し、地域間格差を縮小させるための施策を進めること。最低賃
金の引き上げとセットに税や社会保険料の事業主負担の軽減など中小企業への具体的経済支援策を国の責任で拡充す
ること。茨城地方最低賃金審議会は、茨城県の最低賃金を物価高対策として令和 7 年 10 月に 1,500 円以上に引き
上げ、最低生計費試算調査結果を踏まえ 1,700 円をめざすことを要望する旨の意見書を政府及び関係機関へ提出を
求める
審査委員会　産業建設委員会
委員会の意見　委員からは、以前提出された請願の審査の内容について言及があり、その後、「最低賃金という一つの
基準は、その地域の状況を考えなければならないもので、そのような複雑な状況で、地方議会がどれだけの全国の雇
用状況を把握できているのかと疑うところである」との意見や、「非正規を守るというこの請願の願意は十分理解は
できるが、前回と同じように、地方議会から意見書を出すものなのかということには疑問が残るため、この請願は不
採択ではないかと考える」との意見が出されました。
審 査 結 果　不採択
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令和７年第１回定例会

そ
の
他

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解
（公用車の人身、物損事故に係るもの）

工事請負契約の締結
（令和６年度 八郷学校給食センター中規模改修 第２期
工事）

「工事請負契約の締結について」の一部変更
（令和６年度 石岡市海洋センタープール施設改修工事）

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解
（公用車の人身、物損事故に係るもの）

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解
（公用車の人身、物損事故に係るもの）

議員
提出 石岡市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正

請
願

上林・上曽線整備事業（当初計画路線）の早期実現に
関する請願（紹介議員：岡野孝男、菱沼和幸、池田正文、
山本進、川井幸一）

令和７年第１回定例会

条　
　

例

石岡市特別養護老人ホーム条例の一部改正

茨城県フラワーパーク条例の一部改正

石岡市下水道条例の一部改正

石岡市布設工事監督者が監督業務を行う水道の布設工
事等を定める条例の一部改正

石岡市消防団条例の一部改正

石岡市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関す
る条例の一部改正

石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の臨時特例に関する条例の制定

人
事

人権擁護委員の候補者の推薦
（木﨑早苗氏、三輪寛氏、片岡賢氏）

そ
の
他

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解
（公用車の物損事故に係るもの）

茨城消防救急無線・指令センター運営協議会規約の変更

■全会一致で可決・採択

議 員 名
案 件 名

鈴
木　

将
史

富
田　

雅
史

中
根　

淳
一

鈴
木　

康
仁

飯
村　

一
夫

新
田　
　

茜

川
井　

幸
一

櫻
井　
　

茂

岡
野　

孝
雄

玉
造　

由
美

勝
村　

孝
行

谷
田
川　

泰

小
松　

豊
正

山
本　
　

進

村
上　

泰
道

池
田　

正
文

菱
沼　

和
幸

岡
野　

孝
男

髙
野　
　

要

鈴
木　

行
雄

第
１
回
定
例
会

令和７年度石岡市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○

令和７年度石岡市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度石岡市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度石岡市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

谷島洋司市長に対する辞職勧告決議 ● ● ● ○ ○ ○ − ○ ○ − ○ ● − ○ ● ○ − ● ○ ○

石岡市議会基本条例の一部改正 ● ● ● ○ ○ ● − ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○

議 員 名
案 件 名

鈴
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将
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雅
史

中
根　

淳
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一
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茜
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幸
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田
川　
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岡
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要
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第
１
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定
例
会

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充
を求める意見書」採択の請願（紹介議員：小松豊正）● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ●

■賛否が分かれたもの（賛成多数で可決）

■賛否が分かれたもの（賛成少数で不採択）

※「○」は賛成、「●」は反対、「−」は退席等
※議長は採決に加わりません。

《会議の欠席状況》　2/25、3/3 〜 3/7　 本会議　川井幸一　　3/3　議会運営委員会　岡野孝雄
　　　　　　　　　3/7　 予算特別委員会　川井幸一・髙野要　　3/10・3/11　予算特別委員会　川井幸一
　　　　　　　　　3/13　 文教厚生委員会　勝村孝行　　3/13　本会議　飯村一夫・川井幸一・勝村孝行
　　　　　　　　　3/13　 予算特別委員会　飯村一夫

[ おわびと訂正 ] 
　いしおか市議会だより第 94 号におきまして、掲載漏れがございました。訂正しておわびを申し上げます。

・12 ページ議案の審議結果
《会議の欠席状況》  12/9    本会議　中根淳一・櫻井茂　　　12/10　本会議　中根淳一

12/11  本会議　中根淳一・飯村一夫　　12/12　本会議　中根淳一
12/13  文教厚生委員会　中根淳一
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り
ま
し

た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
き
た

か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
、
伺
い
ま

す
。

　

議
会
も
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
存
在
と
し

て
、
市
長
と
の
適
切
な
距

離
、
執
行
部
と
の
緊
張
関

係
は
保
ち
つ
つ
も
、
常
に

対
等
に
対
話
・
議
論
が
で

き
る
関
係
構
築
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
総

合
計
画
の
実
現
に
向
け
市

政
を
前
進
さ
せ
て
い
く
た

め
、
協
力
す
べ
き
と
こ
ろ

は
協
力
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
長
の

提
案
の
と
お
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
市
民
、
議
会
、

現
場
を
支
え
る
市
職
員
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
と
の

対
話
の
機
会
の
充
実
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

市
長
と
議
員
は
、

市
民
の
直
接
選
挙

に
よ
り
選
ば
れ
た
代
表
で

す
。
市
政
を
前
に
進
め
る

た
め
に
は
、
議
員
の
皆
様

に
丁
寧
な
説
明
の
上
、
理

解
を
賜
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
重
要
事
項
等
に
つ
い

て
、
委
員
会
の
場
や
そ
の

他
の
機
会
に
お
い
て
、
積

極
的
に
説
明
を
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
ほ
か
、
議

会
に
対
し
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
し
た
事
項
に
つ

い
て
は
、
進
捗
管
理
を
行

う
よ
う
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
説
明
不
十
分

で
あ
る
と
の
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
今
後
は
、

会
派
ご
と
の
意
見
交
換

や
、
各
委
員
会
に
お
け
る

意
見
交
換
で
過
不
足
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
点
の
個
別

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
よ
り
丁

寧
な
説
明
に
努
め
た
い
と

考
え
ま
す
。

質問会派
（所属人数） 所属議員 質問者 質問項目 頁

紫
し

 峰
ほう

 会
かい

（７名）

岡野　孝男（代表）

中根　淳一
令和７年度　市政運営に関する所信
と施策概要

10

関口　忠男

村上　泰道

谷田川　泰

中根　淳一

富田　雅史

鈴木　将史

石
せき

 翔
しょう

 会
かい

（４名）

川井　幸一（代表）

新田　　茜
令和７年度　市政運営に関する所信
と施策概要

11

櫻井　　茂

新田　　茜

鈴木　康仁

自
じ

民
みん

・公
こう

明
めい

クラブ
（３名）

菱沼　和幸（代表）

菱沼　和幸
令和７年度　市政運営に関する所信
と施策概要

玉造　由美

岡野　孝雄

知
ち

 新
しん

 会
かい

（３名）

池田　正文（代表）

勝村　孝行
令和７年度　市政運営に関する所信
と施策概要

勝村　孝行

飯村　一夫
（注）会派及び所属議員の構成は、代表質問実施（令和７年３月３日）時点のものです。

代表質問
［ 3 月 3 日］

　市政に関する調査研究などの議会活動を
共同で行う「会派」を代表する議員が、次
年度に向けて示された市長の所信表明の内
容を直接問いただす代表質問。
　所属議員３人以上の会派が質問すること
ができます。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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11

動　画

新
規
事
業
の
減
少

事
業
展
開
の
意
識
は
　

【
質
問
者
】
新
田
　
　
茜

石
せきしょうかい

翔会
新
年
度
の
新
規
事

業
は
、
谷
島
市
長

が
就
任
さ
れ
て
以
降
、
最

も
少
な
い
事
業
数
で
す
。

令
和
７
年
度
に
お
い
て

は
、
新
規
事
業
は
６
年
度

の
３
分
の
１
以
下
の
８
事

業
、
拡
充
は
約
半
分
の
７

事
業
で
す
。
新
規
事
業
、

拡
充
事
業
が
例
年
よ
り
も

大
幅
に
少
な
い
理
由
を
含

め
、
新
年
度
に
お
け
る
事

業
展
開
の
意
識
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

所
信
に
お
い
て
石
岡
市

の
雇
用
情
勢
に
は
触
れ
て

い
る
も
の
の
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

商
業
の
活
性
化
支
援
に
関

す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。
当
市
の
業
態
別

の
生
産
高
に
お
い
て
、
商

業
に
関
す
る
生
産
高
は
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る

と
考
え
ま
す
が
、
な
ぜ
取

り
上
げ
て
い
な
い
の
か
、

理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。　

第
２
期
基
本
計
画

を
策
定
し
、
１
年

目
で
あ
る
令
和
６
年
度
の

施
策
は
新
規
事
業
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

７
年
度
は
そ
の
歩
み
を
継

続
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、

必
要
に
応
じ
事
業
の
拡
充

や
創
設
を
計
画
し
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
最
大
の
効
果
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
い
て
当
市
に
必
要

な
施
策
を
厳
選
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

商
業
の
活
性
化
支
援
に

向
け
た
事
業
に
つ
い
て
、

輝
く「
暮
ら
し
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
掲
載
が
な
い
と
の

ご
指
摘
に
つ
い
て
は
、
移

住
・
定
住
事
業
に
も
関
わ

る
事
業
と
し
て
、
人
口
減

少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ス
テ
ー
ジ
６
移
住
・
定
住

支
援
に
、
創
業
支
援
、
住

宅
・
店
舗
等
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
と
し
て
掲
載
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

動　画

防
災
・
減
災
政
策
で

他
市
と
の
差
別
化
を

【
質
問
者
】
菱
沼
　
和
幸

自
じ

民
みん

・公
こうめい

明クラブ
他
市
と
同
じ
政
策

を
打
ち
出
し
て
競

い
合
っ
て
い
て
も
、
人
口

増
加
等
に
は
つ
な
が
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
高
く
掲
げ
、
石
岡

市
は
す
ご
い
、
す
ば
ら
し

い
、
さ
す
が
だ
と
言
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
当
市
に
移
住
、
定
住

し
よ
う
と
思
っ
て
く
れ
る

取
組
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
大
規
模
地
震
は
近
未

来
に
必
ず
起
こ
り
得
る
と

思
い
ま
す
。
他
市
と
差
別

化
す
る
よ
う
な
仮
称
防

災
・
減
災
環
境
都
市
宣
言

に
つ
い
て
、
見
解
を
求
め

ま
す
。

　

ま
た
、
高
浜
駅
の
橋
上

化
と
駅
周
辺
整
備
は
、
高

浜
地
区
に
住
む
方
や
高
浜

駅
を
利
用
す
る
方
は
、
長

年
、
待
ち
望
ん
で
お
り
ま

す
。
事
業
化
に
向
け
、
市

長
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
英
断
を
求
め
ま

す
。

議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
大
規
模
災

害
は
近
い
将
来
、
発
生
す

る
と
の
予
測
も
出
て
お

り
、 

当
市
の
防
災
・
減
災

対
策
は
重
要
で
あ
り
、
迅

速
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し

た
上
で
、
必
要
な
防
災
・

減
災
機
能
を
強
化
し
、
都

市
宣
言
が
で
き
る
よ
う

な
、
災
害
に
強
く
、
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

高
浜
駅
は
、
市
民
生
活

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

当
市
の
公
共
交
通
拠
点
の

１
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
将
来
的
な
駅
周

辺
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
総
合
的
に
検
討
を
行

う
、
担
当
職
員
な
ど
を
配

置
、
高
浜
エ
リ
ア
の
様
々

な
課
題
解
決
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

動　画

に
ぎ
わ
い
の
創
出
と

合
併
へ
の
考
え
は

【
質
問
者
】
勝
村
　
孝
行

知
ち

新
しん

会
かい

県
内
各
地
で
も
す

ば
ら
し
い
大
型
化

の
道
の
駅
が
幾
つ
か
存
在

し
、
連
日
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。
石
岡
市
に

も
道
の
駅
を
整
備
す
れ

ば
、
そ
れ
ら
を
上
回
る
事

業
展
開
が
期
待
で
き
る
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。
ぜ
ひ

国
・
県
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
す
ば
ら
し
い
道
の
駅

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

　

今
後
の
人
口
減
少
時
代

に
対
応
す
る
た
め
、
私
の

思
い
で
す
が
、
10
万
都
市

を
目
指
し
、
広
域
的
な
視

点
、
具
体
的
に
は
近
隣
市

町
村
と
の
合
併
も
検
討
す

る
時
期
に
来
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
例
え
ば
小
美
玉

市
の
場
合
、
茨
城
空
港
が

あ
り
、あ
る
い
は
石
岡
駅
、

そ
う
い
っ
た
連
携
、
活
用

が
期
待
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、考
え
を
伺
い
ま
す
。

道
の
駅
に
つ
い
て

は
、
観
光
客
の
誘

客
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡

大
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

買
物
・
食
事
等
の
提
供
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
、
雇
用
の
創
出
、
お
ま

つ
り
の
駐
車
場
な
ど
、
効

果
は
多
大
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
膨

大
な
費
用
が
必
要
と
な

り
、
財
源
の
確
保
や
費
用

対
効
果
、
場
所
、
整
備
機

能
の
選
定
、
運
営
方
法
な

ど
の
検
討
が
必
要
で
す
。

先
進
地
の
調
査
、
勉
強
会

の
立
ち
上
げ
等
、
実
現
に

向
け
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
、
近
隣

市
町
村
と
の
協
力
体
制
は

不
可
欠
で
あ
り
、
広
域
連

携
体
制
の
強
化
を
図
り
つ

つ
、
ま
ず
は
議
会
の
皆
様

に
議
決
を
い
た
だ
い
た

「
誰
も
が
輝
く
未
来
へ
共

に
創
る
石
岡
市
」
の
実
現

を
図
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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一般質問
［ 3 月 4 日〜 3 月 5 日］

　各議員が、市の行う事業の内容
を問いただしたり、政策提案をし
たりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣勝負が
繰り広げられます。

質問者 質問項目 頁

櫻井　　茂

キャッシュレスシステムの活
用

13

市職員の早期退職抑止策
統計予算主義の原則

岡野　孝男

園部出張所が行ってきた事務
を園部郵便局において取り扱
うこと
上曽トンネル開通までの工程
土砂等による土地の埋立て等

谷田川　泰
今後のインフラ整備のあり方

14

職員のコンプライアンス、資
質の向上

小松　豊正

県の１県１水道構想に対する
対応
石岡市の介護保険制度の問題
点と改善の方向性
プラスチックごみの再資源化

新田　　茜
石岡市における防犯対策事業

15

石岡市の小・中学校における
文化芸術鑑賞・体験推進

鈴木　康仁

公共施設・遊休地等の管理
上林・上曽線整備状況
石岡駅周辺の活用状況
都市計画区域の見直し

質問者 質問項目 頁

村上　泰道
石岡市社会福祉協議会の運営

16

石岡市観光協会
会計年度任用職員

玉造　由美
帯状疱疹ワクチンの定期接種
化
不登校支援と相談体制

鈴木　将史
石岡市内主要幹線道路

17

シティプロモーション

富田　雅史

スポーツ交流施設の更なる有
効活用
地域の特徴を活かしたスポー
ツによる地域振興

飯村　一夫

公共施設（公民館）の利用

18小中学校統合再編計画、跡地
利用計画
合併特例債事業

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

紙面の都合上、　　　　で色付けした項
目のみ掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載

している二次元コードから、すべての
質問の録画映像をご覧いただけます。
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

櫻
さくらい

井　　茂
しげる

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
発
行
実
証

事
業
の
分
析
を
基
に
、
次
の

施
策
推
進
を

令
和
４
年
度
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
デ
ジ
タ
ル
商

品
券
発
行
実
証
事
業
が
実

施
さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア
40
％

が
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま

し
た
。
商
業
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
っ
た
か
は
分
析
し

て
い
る
と
思
う
の
で
、
そ

の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
認
証
や
特
定
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
し
か
登
録

で
き
な
い
な
ど
、
分
か
り

に
く
い
手
続
も
実
際
あ
り

ま
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
の

改
良
を
行
う
こ
と
で
、
さ

ら
に
は
窓
口
を
設
け
て
手

続
支
援
を
行
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
、
利
便
性
が

ア
ッ
プ
す
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
多

額
の
費
用
を
投
入
し
た
シ

ス
テ
ム
を
そ
の
後
、
再
利

用
す
る
動
き
が
な
い
、
こ

の
現
状
は
非
常
に
残
念
に

思
う
と
こ
ろ
で
す
。
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
事
業
展

開
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
を
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

利
用
者
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
ふ

だ
ん
よ
り
消
費
が
増
え
た

方
は
７
割
、
約
半
数
が
ふ

だ
ん
買
物
し
な
い
店
舗
で

購
入
し
た
と
回
答
し
て
お

り
、
店
舗
向
け
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
売
上
げ
増
加
店

舗
は
約
25
％
、
新
規
顧
客

が
増
え
た
と
回
答
し
た
店

舗
は
約
４
割
、
今
後
も
デ

ジ
タ
ル
商
品
券
を
望
む
店

舗
が
８
割
と
の
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
明
確
な
数
字

で
示
す
こ
と
は
難
し
い
点

も
あ
り
ま
す
が
、
店
舗
向

け
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

も
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
発
行

実
証
事
業
で
使
用
し
た
シ

ス
テ
ム
は
現
在
も
使
用
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
新
た
な
活
用
の
具

体
的
検
討
に
は
至
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。
購
入
や

決
済
の
手
軽
さ
、
換
金
手

続
が
不
要
、
売
上
げ
管
理

や
実
施
状
況
の
集
計
・
分

析
が
容
易
で
あ
る
点
は
確

認
が
取
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
独
自
ポ
イ
ン
ト

や
給
付
制
度
と
し
て
の
利

用
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
有
効

活
用
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
、
ま
た
独
自
利
用

等
が
展
開
で
き
る
よ
う
、

さ
ら
に
庁
内
関
係
部
局
等

と
連
携
し
て
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
おか

野
の

　孝
たか

男
お

上
曽
ト
ン
ネ
ル
開

通
に
関
し
て
は
、

内
外
と
も
に
関
心
の
あ
る

事
業
の
１
つ
で
す
。
上
曽

ト
ン
ネ
ル
本
体
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
上
林
・
上
曽
線

の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
道

路
の
用
地
取
得
に
つ
い
て

は
、
相
続
の
未
登
記
と
い

う
の
は
予
想
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
す
。
早
め
に
や
っ

て
い
れ
ば
、
８
年
度
に
延

ば
す
こ
と
は
し
な
く
て
も

済
ん
だ
ん
で
す
。
ぎ
り
ぎ

り
に
な
っ
て
、
令
和
８
年

度
ま
で
延
ば
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
仕

事
を
し
て
い
る
の
は
、
私

は
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

次
に
、
信
号
機
の
設
置

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

令
和
７
年
２
月
末

現
在
、
石
岡
工
区

の
ト
ン
ネ
ル
本
体
の
進
捗

状
況
は
、
警
報
設
備
や
換

気
設
備
等
の
設
置
が
完
了

し
、
防
災
設
備
の
配
管
工

事
が
施
工
中
で
す
。
７
月

末
の
配
管
工
完
了
後
、
一

連
の
ト
ン
ネ
ル
設
備
の
総

合
試
験
を
行
う
予
定
で

す
。取
付
け
道
路
工
事
は
、

道
路
改
良
工
事
並
び
に
附

帯
工
事
を
発
注
し
整
備
を

進
め
、
８
月
末
ま
で
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

上
林
・
上
曽
線
に
つ
い

て
は
、
１
工
区
は
ク
ラ
ン

ク
部
の
残
り
区
間
の
道
路

改
良
工
事
を
発
注
し
、
年

内
開
通
を
目
途
に
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。
２
工
区

は
盛
土
工
事
を
行
い
な
が

ら
電
柱
等
の
支
障
物
件
移

設
を
進
め
る
予
定
で
す
が
、

一
部
用
地
で
相
続
未
登
記

に
よ
り
用
地
取
得
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
令
和
７
年
度
中
の
供

用
開
始
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
令
和
８
年
度
の
完
成

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

３
か
所
の
信
号
機
の
設

置
に
つ
い
て
、
ト
ン
ネ
ル

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
の
交
差

点
は
、
ト
ン
ネ
ル
開
通
ま

で
に
設
置
で
き
る
予
定
で

す
。
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
取

付
け
道
路
と
主
要
地
方
道

石
岡
筑
西
線
と
の
交
差
点

は
、
開
通
後
の
交
通
量
を

見
極
め
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す
。上
林
・
上
曽
線
と

一
般
県
道
土
浦
笠
間
線
と

の
交
差
点
は
、
道
路
改
良

工
事
の
完
成
に
合
わ
せ
設

置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

上
曽
ト
ン
ネ
ル
、
上
林
・
上

曽
線
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は

▲銘板を披露した
　上曽トンネル
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

小
こ

松
まつ

　豊
とよまさ

正

介
護
保
険
制
度
　
基
金
を
活

用
し
介
護
保
険
料
の
軽
減
を

介
護
保
険
制
度
は

非
常
に
重
要
な
役

割
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

当
初
発
足
時
の
基
準
額
は

２
８
０
０
円
、
今
は
５
６

５
０
円
と
い
う
こ
と
で
、

ち
ょ
う
ど
こ
れ
は
倍
で

す
。
そ
の
く
ら
い
に
介
護

保
険
料
が
跳
ね
上
が
っ

て
、
今
の
介
護
保
険
制
度

を
維
持
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
、
こ
の
こ

と
自
身
が
ま
た
様
々
な
問

題
を
生
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
問
題
に

つ
い
て
は
非
常
に
国
民
の

関
心
も
高
く
、
利
用
者
も

多
い
し
、
お
金
を
ど
う
払

う
か
と
い
う
こ
と
の
大
変

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
私
は
認
識
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
介
護
給
付
費
支

払
準
備
基
金
の
残
高
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
私
ど
も

が
調
べ
る
と
、
例
え
ば
近

隣
の
土
浦
市
な
ど
の
基
金

残
高
が
、
石
岡
市
と
土
浦

市
を
比
べ
る
と
、
当
市
が

比
較
論
で
多
い
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第

10
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
の
介
護
保
険
料
の
軽
減

を
、
そ
う
い
う
現
状
も
踏

ま
え
て
ぜ
ひ
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
、

あ
る
い
は
可
能
性
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

今
現
在
の
基
金
額

で
す
が
、
令
和
６

年
３
月
末
現
在
で
15
億
２

９
２
７
万
３
１
７
６
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
か
ら
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
が
始
ま
り
、

介
護
報
酬
と
保
険
料
が
改

正
さ
れ
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
介
護
保
険
運
営
の

収
支
に
つ
い
て
ま
だ
実
績

が
出
て
い
な
い
と
い
う
状

況
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は

実
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
制
度
運
用
の

観
点
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
伸
び
率
等
を
考
慮
し

て
、
第
10
期
事
業
計
画
に

向
け
て
、
適
正
に
必
要
と

な
る
保
険
料
を
算
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
給
付
費
支

払
準
備
基
金
の
活
用
な

ど
、
介
護
保
険
料
上
昇
抑

制
な
ど
の
検
討
に
つ
い
て

も
、
第
10
期
事
業
計
画
策

定
に
向
け
て
、
併
せ
て
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

谷
や

田
た

川
がわ

　泰
やすし

職
員
の
度
重
な
る
不
祥
事
に

つ
い
て
　
具
体
的
な
改
革
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

昨
年
、
石
岡
市
の

職
員
に
よ
る
不
祥

事
が
相
次
ぎ
、
マ
ス
コ
ミ

等
で
大
き
く
報
道
さ
れ
、

他
自
治
体
、
そ
し
て
市
民

か
ら
の
信
用
は
大
き
く
失

墜
し
た
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
小
手
先
だ
け
の
改

革
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
、
具
体
的
な
改
革
を
強

く
求
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

全
職
員
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
を
受
講
で
き
る

よ
う
に
階
層
別
に
毎
年
度

実
施
し
て
い
な
が
ら
、
一

連
の
度
重
な
る
不
祥
事
が

起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
研
修
の
成
果
が
反
映

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
す
が
、
研

修
の
効
果
及
び
評
価
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　

市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
市

長
は
、
職
員
の
度
重
な
る

不
祥
事
に
対
す
る
責
任
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
市
長
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
認

識
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。　
　
　

研
修
の
効
果
に
つ

い
て
は
、
研
修
終

了
後
の
受
講
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
集
計

結
果
か
ら
検
証
及
び
評
価

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
公

務
員
倫
理
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
に
お
い
て

は
、
研
修
の
受
講
に
よ
り

公
務
員
と
し
て
の
倫
理

観
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
重
要
性
を
再
確
認
で
き

た
と
い
っ
た
意
見
、
危
機

管
理
研
修
に
お
い
て
は
、

不
祥
事
の
未
然
防
止
と
し

て
組
織
対
応
が
絶
対
的
に

必
要
で
あ
る
こ
と
が
理
解

で
き
た
、
不
正
が
起
こ
り

や
す
い
原
因
と
起
き
て
し

ま
っ
た
と
き
の
対
応
に
つ

い
て
学
べ
た
な
ど
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の

継
続
的
な
実
施
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

度
重
な
る
不
祥
事
に
管

理
監
督
す
る
立
場
の
職
員

が
関
与
す
る
な
ど
、
市
民

の
皆
様
の
信
頼
を
著
し
く

損
ね
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
こ
の
事
態
を
非

常
に
重
く
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
二
度
と
こ
の
よ
う

な
不
祥
事
を
起
こ
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
遵
守
の
体
制
や

仕
組
み
を
再
確
認
し
、
十

分
な
予
防
措
置
を
指
示

し
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼

回
復
を
図
っ
て
い
く
決
意

で
す
。

▲石岡市ふれあい
長寿プラン

〜第９期〜
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動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鈴
すず

木
き

　康
やすひと

仁

社
会
情
勢
や
人
口
流
動
が
変

わ
っ
て
い
く
中
　
都
市
計
画

区
域
の
見
直
し
は

都
市
計
画
区
域
の

見
直
し
は
、
人
口

減
少
や
本
当
に
環
境
の
変

化
に
対
応
し
、
持
続
可
能

な
都
市
構
造
を
実
現
す
る

た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
当
初
の
都
市
計
画
が

で
き
て
か
ら
、
社
会
情
勢

や
人
口
流
動
が
変
わ
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
実
際

に
企
業
誘
致
を
こ
れ
か
ら

進
め
て
い
く
こ
の
ま
ち

が
、
人
口
流
動
を
多
く
取

り
入
れ
て
い
く
と
な
っ
た

と
き
に
、
そ
の
土
地
は

売
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、

買
え
な
か
っ
た
り
、
貸
し

て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
り

と
い
う
問
題
が
出
て
き
て

い
る
中
で
、
今
後
こ
の
ま

ち
を
維
持
す
る
た
め
に
、

新
し
い
方
を
迎
え
入
れ
る

た
め
に
、
都
市
計
画
と
い

う
の
は
見
直
す
考
え
は
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長
は
都
市
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
認
識
な
の
か
、
そ
し

て
、
ど
の
よ
う
な
展
望
を

持
っ
て
い
る
の
か
、
伺
い

ま
す
。

見
直
す
場
合
の
課

題
と
し
て
は
、
土

地
利
用
の
規
制
が
な
く
な

る
こ
と
で
、
市
街
地
が
低

密
度
に
拡
散
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
こ
と
。
一
定

の
人
口
集
積
に
支
え
ら
れ

て
い
る
商
業
、
医
療
、
福

祉
な
ど
の
生
活
サ
ー
ビ
ス

機
能
や
公
共
交
通
の
維
持

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
ほ
か
、
イ
ン
フ

ラ
の
集
中
投
資
が
難
し
く

な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

コ
ス
ト
が
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
く
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
市
街
化
区
域
に
お
い
て

は
、
都
市
計
画
税
を
課
税

し
、
市
街
化
区
域
を
中
心

に
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い

ま
し
た
が
、
線
引
き
を
廃

止
す
る
こ
と
で
、
都
市
計

画
税
の
見
直
し
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
関
わ
る
財
源
の

確
保
も
課
題
に
な
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
居
住
環
境
の
充
実
を

図
り
た
い
と
考
え
ま
す
が
、

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進

む
中
で
、
様
々
な
手
段
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
将
来
的
な
都
市

計
画
の
見
直
し
の
必
要
性

に
つ
い
て
も
、
学
識
経
験

者
や
線
引
き
の
決
定
主
体

で
あ
る
県
な
ど
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
調
査
研
究
を

進
め
る
よ
う
、
担
当
部
局

に
指
示
し
て
い
き
ま
す
。

新
に っ た

田　　茜
あかね

防
犯
対
策
補
助
制
度
の
導
入

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
石

岡
市
へ

居
住
す
る
住
宅
等

へ
の
防
犯
対
策
と

し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ

ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
の
防
犯

用
品
の
購
入
、
ま
た
機
器

設
置
に
伴
う
費
用
の
補
助

制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
ま
す
。
近
隣
で

は
、
笠
間
市
が
既
に
実
施

を
し
て
お
り
、
居
住
す
る

住
宅
ま
た
は
地
域
管
理
の

集
会
施
設
に
対
し
て
、
防

犯
対
策
と
し
て
防
犯
用
品

の
購
入
、
ま
た
機
器
設
置

に
伴
う
費
用
を
補
助
す
る

制
度
で
す
。
ま
た
、
録
音

機
能
等
の
偽
電
話
詐
欺
対

策
に
効
果
が
高
い
と
さ
れ

て
い
る
電
話
機
へ
の
交
換

に
つ
い
て
も
、
補
助
の
対

象
と
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
よ
う
な

補
助
制
度
を
石
岡
市
で
も

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　

防
犯
に
強
い
ま
ち
と
な

れ
ば
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
と
い
う
こ
と
で
市

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
防
犯
対
策
補
助
制
度

を
導
入
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
や
セ

ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等

の
防
犯
用
品
、
機
械
設
置

に
伴
う
防
犯
対
策
補
助
な

ど
の
考
え
で
す
が
、
ご
指

摘
の
と
お
り
、
侵
入
強
盗

な
ど
の
犯
罪
の
報
道
が
多

く
な
さ
れ
た
状
況
で
、
当

市
と
し
て
も
、社
会
情
勢
、

先
進
事
例
等
を
注
視
し
、

犯
罪
に
効
果
的
な
対
策
の

補
助
で
す
。
今
後
も
笠
間

市
の
事
例
や
、
対
象
が
個

人
ま
た
は
行
政
区
で
あ
る

と
か
、
多
岐
に
わ
た
る
内

容
で
す
の
で
、
さ
ら
に
調

査
研
究
を
し
な
が
ら
、
石

岡
警
察
署
と
協
議
を
行

い
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が

対
策
と
し
て
有
効
か
考
慮

し
な
が
ら
、
設
置
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

近
年
、
多
く
の
侵
入
強

盗
、
侵
入
窃
盗
が
全
国
で

報
道
さ
れ
て
お
り
、
人
命

を
失
う
よ
う
な
痛
ま
し
い

事
案
も
あ
り
ま
す
。
市
内

で
こ
の
よ
う
な
事
案
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

石
岡
警
察
署
及
び
地
域
と

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
な
対
策
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

▲石岡市都市計画の
情報はこちら
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

玉
たまづくり

造　由
よし

美
み

現
在
、
全
国
で
の

不
登
校
数
は
、
小

中
学
校
で
34
万
６
４
８
２

人
、
過
去
最
高
と
な
り
、

大
変
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
ま
す
。
そ
こ
で
、
小
中

学
校
の
不
登
校
支
援
の
現

状
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら

の
方
向
性
と
し
て
具
体
的

な
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
を
持

つ
保
護
者
の
心
理
的
負
担

は
大
変
大
き
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
軽
減

に
つ
な
が
る
相
談
体
制
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

不
登
校
を
未
然
に
防
ぐ

自
己
の
存
在
感
や
充
実
感

を
感
じ
ら
れ
る
心
の
居
場

所
、
学
校
を
そ
の
よ
う
な

心
の
居
場
所
に
す
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
大
変
重

要
な
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
と

も
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
の

不
登
校
児
童
生
徒

に
つ
い
て
は
、
教
育
相
談

室
あ
す
な
ろ
で
相
談
・
支

援
を
し
て
ま
す
。
全
中
学

校
に
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
を
設
置
し
、
学
校
に
は

行
け
る
が
教
室
に
は
入
れ

な
い
生
徒
の
学
び
の
場
、

居
場
所
と
し
て
支
援
を
し

ま
す
。
校
内
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
小
学
校
に
は
、
教
室
以

外
の
別
室
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
主
に
不
登
校

に
つ
い
て
の
相
談
・
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
教
育
相
談
室
あ
す
な

ろ
に
加
え
、
専
門
相
談
員

を
配
置
し
、
不
登
校
児
童

生
徒
の
複
合
的
な
要
因
に

一
体
的
に
相
談
・
支
援
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

相
談
体
制
と
し
て
、
子

育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
事
の
総
合
窓
口
と
し
て
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
、
あ
す
な
ろ
相
談
員

に
加
え
専
門
相
談
員
が
連

携
し
、
保
護
者
の
悩
み
に

対
す
る
相
談
・
支
援
を
進

め
ま
す
。
保
護
者
が
親
一

人
で
抱
え
込
ま
な
い
、
家

庭
で
抱
え
込
ま
ず
、
関
係

す
る
多
く
の
人
の
力
も
借

り
な
が
ら
、
子
育
て
に
関

わ
っ
て
い
け
る
体
制
を
整

え
ま
す
。
保
護
者
同
士
互

い
に
相
談
し
、
情
報
を
共

有
、
支
え
合
っ
た
り
す
る

保
護
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
を
図
っ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
不
登
校
対
策
を

村
むらかみ

上　泰
やすみち

道

石
岡
市
の
社
会
福

祉
協
議
会
の
運
営

に
つ
い
て
、
組
織
、
人
員

体
制
、
主
な
事
業
内
容

に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ

う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の

か
、
行
政
の
認
識
し
て
い

る
範
囲
で
伺
い
ま
す
。

　

運
営
費
の
自
主
財
源
で

あ
る
会
費
を
、
払
う
人
と

払
わ
な
い
人
が
市
民
の
中

に
い
る
。
で
も
、
サ
ー
ビ

ス
は
全
て
の
市
民
が
受
け

て
い
る
。
払
う
人
は
真
面

目
に
払
っ
て
い
る
。
払
わ

な
い
人
は
、
払
っ
て
い
な

い
け
れ
ど
も
サ
ー
ビ
ス
の

恩
恵
は
受
け
て
い
る
。
会

費
を
集
め
る
と
い
う
行
為

が
難
し
い
の
が
現
状
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
が
、

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
ど

う
い
っ
た
課
題
を
認
識
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、

会
費
を
払
う
の
が
当
た
り

前
の
感
覚
に
な
る
よ
う

に
、
ま
た
、
あ
る
一
定
の

会
費
収
入
を
自
治
会
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
て
、
行

政
側
が
き
ち
ん
と
予
算
の

補
塡
を
す
る
と
い
う
行
為

が
、
今
後
必
要
な
の
で
は

な
い
か
な
と
私
は
感
じ
ま

す
。

石
岡
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
実
務
に

従
事
す
る
職
員
の
配
置
先

と
し
て
は
、
総
務
担
当
、

福
祉
担
当
、
そ
れ
か
ら
、

高
齢
福
祉
担
当
の
３
つ
の

担
当
に
分
か
れ
て
、
各
分

野
の
事
業
を
展
開
し
て
い

る
と
認
識
し
て
ま
す
。
ま

た
、
資
格
者
に
よ
る
事
業

と
し
て
介
護
支
援
の
事
業

は
指
定
基
準
で
定
め
ら
れ

て
い
る
有
資
格
者
の
配
置

は
充
足
し
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
ま
す
。

　

行
政
と
社
会
福
祉
協
議

会
の
連
携
を
安
定
的
に
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
組
織
や

財
源
を
支
え
る
会
費
、
そ

れ
か
ら
、
運
営
体
制
の
状

況
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
福
祉
に
対
す

る
理
解
を
広
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る

役
割
に
つ
い
て
、
市
民
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
皆

様
に
も
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
と
考
え
ま
す

が
、
一
方
で
ま
た
課
題
で

あ
る
と
い
う
認
識
で
捉
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
運
営
の
安

定
は
地
域
の
安
定

行
政
と
の
協
力
体
制
を

▲社会福祉協議会（本所）が置かれている
ふれあいの里石岡ひまわりの館

教育支援センター
３つの柱

1. ワンストップの
　 相談支援体制

2. 手厚い支援

3. 誰ひとり取り
　 残さない支援
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鈴
すず

木
き

　将
まさふみ

史

多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
主

要
幹
線
道
路
　
冠
水
問
題
へ

の
対
策
を

主
要
幹
線
道
路
と

い
う
こ
と
で
、
柏

原
工
業
団
地
内
の
国
道

３
５
５
号
線
と
県
道
７
号

線
の
冠
水
問
題
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
近
年
、
大
型

化
す
る
台
風
や
頻
発
化
す

る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
影
響
に

お
い
て
、
こ
の
箇
所
に
つ

い
て
は
、
通
行
止
め
に
な

ら
な
く
て
も
、
豪
雨
時
に

は
毎
回
の
よ
う
に
冠
水
し

て
い
る
箇
所
で
あ
り
、
市

民
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
工

業
団
地
内
で
働
く
方
々
か

ら
も
、
何
と
か
改
善
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多

く
上
が
っ
て
い
る
の
は
、

市
と
し
て
も
把
握
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
石
岡
市
と
し
て
、
こ

の
冠
水
問
題
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て

い
る
現
状
な
の
か
、
伺
い

ま
す
。

　

こ
の
石
岡
市
内
主
要
幹

線
道
路
に
つ
い
て
、
当
市

と
し
て
行
っ
て
い
く
整
備

や
管
理
、
補
修
等
の
対
応

に
つ
い
て
、
市
長
に
も
見

解
を
伺
い
ま
す
。

大
雨
や
台
風
の
接

近
が
予
想
さ
れ
る

と
き
に
は
、
道
路
建
設
課

に
お
い
て
、
柏
原
工
業
団

地
周
辺
の
道
路
及
び
排
水

路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
落
ち
葉
や
ご
み
が
詰

ま
っ
て
い
る
場
合
、
除
去

な
ど
を
行
い
、
ス
ム
ー
ズ

な
雨
水
排
水
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
で

も
冠
水
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
現
地
確
認
の
上
、

県
と
情
報
共
有
を
行
い
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
通

行
止
め
な
ど
の
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
を
通
る
国
道
や
県

道
な
ど
の
幹
線
道
路
の
管

理
や
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
へ
様
々
な
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幹

線
道
路
の
管
理
や
整
備
に

つ
い
て
は
、
防
災
の
観
点

か
ら
も
、
市
民
の
安
心
安

全
な
日
常
生
活
に
寄
与
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
道
路

交
通
の
環
境
改
善
に
よ
っ

て
景
気
好
循
環
を
生
み
出

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
関
係

機
関
に
道
路
整
備
事
業
の

さ
ら
な
る
促
進
と
十
分

な
予
算
確
保
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

富
とみ

田
た

　雅
まさ

史
し

市
の
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
を

地
域
振
興
に
生
か
す
体
制
整

備
を

石
岡
市
の
立
地
や

地
形
を
生
か
し
た

ハ
イ
キ
ン
グ
や
ス
カ
イ
ス

ポ
ー
ツ
、
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
十
分
な
魅
力
を
持
ち
な

が
ら
、
そ
れ
を
生
か
し
切

れ
て
い
な
い
状
況
だ
と
考

え
ま
す
。
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
体
制
に
つ
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
と
旅
行
や
観
光

を
組
み
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
発
信
す

る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
い
う
組
織
が
設
立
さ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
振
興
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
当

市
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域

資
源
と
し
て
活
用
し
て
い

く
た
め
、
一
本
化
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
体

制
整
備
に
対
す
る
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
当
市
特
有

の
ス
ポ
ー
ツ
を
み
ん
な
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、

地
域
振
興
に
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
、
そ
の

方
向
性
を
示
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
ま
す
。
市
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
ス
ポ
ー
ツ

参
加
や
観
戦
を
目
的
と
し

た
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
と
観

光
を
組
み
合
わ
せ
た
取
組

で
、
各
地
で
は
取
組
を
推

進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
組
織
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、自
治
体
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
観
光
協

会
、
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
産

業
等
の
民
間
企
業
等
が
一

体
と
な
っ
た
組
織
で
、
設

置
市
町
村
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
振
興
に
連
携
・
協
力

し
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立

に
は
、
全
庁
的
な
取
組
、

民
間
企
業
等
を
巻
き
込
ん

だ
取
組
が
必
要
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

経
済
効
果
、
交
流
人
口
の

増
加
な
ど
、
様
々
な
効
果

が
期
待
で
き
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
笠
間
市
な
ど

は
笠
間
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
う
い
っ
た
他

団
体
の
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
関
係
部
局
に
、

実
現
に
向
け
て
の
調
査
研

究
を
指
示
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲第10回筑波連山天空
ロード&トレイルラン
inいしおか大会
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動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

飯
いいむら

村　一
かず

夫
お

各
小
中
学
校
跡
地
利
用
計
画
　

計
画
性
を
だ
し
、
早
め
の
廃

校
跡
地
の
活
用
を

統
合
再
編
計
画

は
、今
後
、小
中
学

校
統
合
に
向
け
た
方
向
性

を
示
す
大
切
な
計
画
で
あ

る
と
思
っ
て
ま
す
。
内
容

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
た
だ
き
、
着
実
に
統
合

が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、

事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
各

小
中
学
校
の
跡
地
利
用
計

画
に
つ
い
て
、
閉
校
し
た

学
校
の
跡
地
利
活
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

利
活
用
を
考
え
る
こ
と

は
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

活
用
で
き
な
い
と
、
劣
化

が
進
み
、
建
物
を
解
体
す

る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
利

活
用
も
見
い
だ
せ
な
い
と

思
い
ま
す
。
状
況
に
応
じ

て
、
解
体
の
検
討
も
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
め
に

計
画
性
を
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

統
合
再
編
計
画
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
人
も
待
ち

望
ん
で
ま
す
。
将
来
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、

併
せ
て
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

旧
高
浜
小
学
校
、

旧
三
村
小
学
校
、

旧
関
川
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
政
策
企
画
課
に
て
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
、
民
間
事
業
者
の
自

由
な
発
想
に
基
づ
く
利
活

用
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
、
必
要
に

応
じ
、
地
元
説
明
会
の
開

催
、
地
域
の
意
見
も
伺
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、北
小
学
校
に
つ
い

て
は
、子
ど
も
の
こ
と
、学

校
教
育
の
こ
と
、
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
教

育
の
こ
と
に
つ
い
て
一
体

的
に
相
談
・
支
援
す
る
施

設
と
し
て
、
石
岡
市
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
を
４
月
か

ら
開
校
し
ま
す
。
閉
校
し

た
学
校
の
維
持
管
理
コ
ス

ト
が
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、

早
期
に
利
活
用
の
方
向
性

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
公
室
と
協
力
し
な
が

ら
、
確
認
や
検
証
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

統
合
再
編
計
画
に
つ
い

て
は
教
育
委
員
会
に
お
け

る
最
優
先
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
議
員

ご
指
摘
の
廃
校
跡
地
の
活

用
に
つ
い
て
、
様
々
な
部

局
と
庁
内
で
連
携
を
図

り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。　
　
　

　市有公共用地貸借に関する調査特別委員会は、令和 5 年に開催された「FooD 
FooD FooD 2023」及び令和 6 年に開催された「Otomeshi Festival 2024」に
伴う民間事業者への市有公共用地賃借に関して、市条例及び規則に反した後援名義
及び施設の使用申請及び、これらを許可・承認した石岡市の不当な行政行為と施設
の目的外使用により生じた石岡市の損害を明らかにするため、一連の事務処理とそ
れに至った経緯の調査を行うことを目的として令和 6 年 12 月 20 日より設置され
ました。令和 7 年 4 月 15 日までの委員会の開催状況は、下記のとおりです。

市有公共用地貸借に関する調査特別委員会
〜これまでの実施内容〜

会議録

令和6年12月20日

令和7年　1月21日

令和7年　2月　3日

令和7年　2月21日

令和7年　3月27日

令和7年　4月15日

設置及び正副委員長の互選

地方自治法 100 条に基づく調査権の説明、委員会運営等の決定、調査に関す
る記録の提出を求めることを決定

提出された記録の報告、次回委員会での職員 3 名の証人尋問実施の決定

提出された記録の確認、「FooD FooD FooD 2023」に関する後援名義・施
設使用・市の支援に関して担当であった職員 3 名の証人尋問の実施、記録の
追加提出を求めることを決定

提出された記録の報告（資料なし）、次回委員会での職員 4 名の証人尋問実施
の決定、記録の追加提出を求めることを決定

提出された記録の確認、「Otomeshi Festival 2024」に関する後援名義・施
設使用に関して担当であった職員 4 名の証人尋問実施、記録の追加提出を求
めることを決定

委員会についての
詳細は二次元コー
ドから

▲旧北小学校に設置
　された石岡市教育
　支援センター
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常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業
務内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催し
ており、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会

文教厚生委員会

産業建設委員会

　3 月 17 日の委員会では、園部出張所について、
執行部より当面は存続するということで現在に至っ
ていますが、マイナンバーカードを利用したコンビ
ニでの証明書の交付の普及等を鑑みると、取扱件数
は更に減少することが予測されることについて報告
がありました。行政サービス提供を維持する代替機
能について検討した上で、郵便局への業務委託を有
望な代替案と考え、園部出張所の廃止と令和 7 年
10 月の事務委託開始を目指していきたいとの説明が
ありました。

　少子化の進展や教師の働き方改革、生徒が希望す
る活動の多様化を背景として、学校で行っている部
活動を休日に学校外（地域）で行う「部活動の地域
展開」の取組が現在進められています。
　2 月 4 日開催の委員会では、執行部から令和 5 年
度に開始したモデル事業のこれまでの状況について
報告がなされ、令和 6 年度は陸上・剣道・吹奏楽・野
球・サッカーの 5 種目で実施していることや、国の
示す方向性に基づき、令和 13 年度までには休日に
全ての部活動を地域で展開できるように進めていき

　3 月 18 日に開催した当委員会においては、一般
会計等補正予算をはじめ、いばらきフラワーパーク
の入園料金を改定するための茨城県フラワーパーク
条例の一部を改正する条例に関する議案など、付託
された議案 14 件の審査を行い、すべて原案可決す
べきものと決しました。
　所管事務の調査では、2 月に発生した八郷上水道
の水位低下について執行部より説明があり、委員か
らは石岡市でも施設が老朽化している中、抜本的に
解決する対応を検討しているのかや水は生活の元で
あるので、漏水しているような地区に、果たして若

園部出張所のあり方について

部活動の地域展開

上水道の漏水対策について 

　これを受け、委員からは「取り急ぎ 10 月に実施
したい意向だとは思うが、地域の方々は理解をして
いないのではないか」との質問に対し、執行部から
は「既に区長会長さんには今後の説明を行っており、
次回の役員会で区長さんから役
員の説明をいただき、状況に
よっては執行部も説明に行くと
いう段取りとなっている」との
答弁がありました。

たいとの説明がありました。
　委員からは、指導者の人数や謝礼の有無等につ
いての質問のほか、「だんだんに平日の部活動は
なくなるということか」との質問があり、執行部
からは「まずは休日に限
定して進めるということ
で考えており、平日につ
いては当面の間は学校部
活動として行っていく」
との答弁がありました。

い人は住むのかなどの意見がありました。執行部か
らは、今後県との広域化に向け、国の交付金を活用し、
付設替の工事について事業を多く進めていけるよう、
投資・財政計画を県ととも
に作っていく予定になって
いることや、今後も管路の
修繕費など厚く予算が取れ
るよう、努力していきたい
との答弁がありました。

▲市内道路での漏水

園部出張所
所管業務

1. 市税等の収納
2. 諸届出の受付
3. 諸証明の発行



月　日 内　　容 場　所 中継

6月  3日㈫ 開会日（議案の提案
理由説明など） 本会議場 ○

6月  9日㈪ 一般質問 本会議場 ○

6月10日㈫ 一般質問 本会議場 ○

6月11日㈬ 一般質問 本会議場 ○

6月12日㈭ 議案質疑 本会議場 ○

6月13日㈮ 文教厚生委員会 委員会室

6月16日㈪ 総務企画委員会 委員会室

6月17日㈫ 産業建設委員会 委員会室

6月18日㈬ 議会運営委員会 全　　員
協議会室

6月19日㈭ 閉会日（議案の採決
など） 本会議場 ○

第２回定例会の予定
編集後記

　いしおか市議会だより第 95 号をお届けいたしま
す。 令和７年第１回定例会では、市長から令和７年
度の市政運営に関する所信と施策概要についての説
明がありました。それを受けて、会派を代表する議
員による代表質問では、４名がリーデイングプロジェ
クトに示された施策の内容と市長の決意をただしま
した。
　続いて、令和７年度の予算を詳細に審議する「予
算特別委員会」が４日間にわたって開催され、9 名
の議員が詳細にわたって質疑を行いました。 
　このような議会の内容は、この「いしおか市議会
だより」をはじめ、ホームページの録画映像や会議
録などからもご確認いただけます。今後とも、市民
のみなさまに議会の情報をわかりやすくお届けでき
るよう、より一層努力してまいります。（小松）

●議会広報委員会
委員長　川井　幸一　　副委員長　新田　　茜
委　員　小松　豊正　　委　員　谷田川　泰
委　員　飯村　一夫　　委　員　中根　淳一

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10 言語翻訳や
音声読み上げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報誌などが集約さ
れた「ibaraki ebooks（イバラキイーブックス）」でデジタルブック配信しています。スマートフォ
ンやタブレットなどで、ぜひアクセスしてみてください！
※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

　第 9 回となる令和 6 年度の議会報告会を、令和 7 年 1 月 28 日（火）に石岡商業高等学校で開
催しました。
　報告書では、報告を行った各常任委員会の資料や質疑・意見交換の内容、生徒の皆さんからの
アンケート結果などを掲載しています。
　議員と若い世代が直接意見を交わすことで、議会を身近に感じていただくとともに、開かれた
議会の実現のおおきな一歩となりました。

議会報告会報告書
ホームページへ掲載！

報告書

常任委員会 掲載している所管事務の調査内容

総務企画委員会 ふるさと納税について

文教厚生委員会 新しい保健センターについて

産業建設委員会 石岡市商工観光事業について


